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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機筐体と、
　前記遊技機筐体内に設置された透明な基板ケースと、
　前記基板ケース内に収納された基板と、を備え、
　前記基板上には基板側コネクタが実装され、
　前記基板ケースには、前記基板側コネクタを外部に露出させる開口が形成され、
　前記基板側コネクタは、前記基板ケース内から、前記開口を介して前記基板ケース外に
露出されて、外部コネクタと接続可能であり、
　前記基板側コネクタは、前記外部コネクタと接続された際に前記外部コネクタが有する
係止部に係止され、
　前記開口は、前記基板側コネクタの外周を囲むように、前記基板側コネクタに沿って近
接して形成され、
　前記基板ケースの前記開口の縁部には、前記基板側コネクタと前記外部コネクタとが接
続されている状態において前記外部コネクタの前記係止部に対応する位置に、基板と対向
する面を有するように基板方向に凹んだ窪み部が形成され、
　前記基板ケースは、
　前記開口における前記窪み部が形成されていない前記縁部において、当該縁部から前記
基板方向に伸びる遮蔽部が前記基板側コネクタの外壁に沿って形成され、
　前記窪み部を囲うように、前記基板と対向する面まで前記基板方向に伸びる外周部分が
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前記遮蔽部に連なって形成され、
　前記開口における前記窪み部が形成されている前記縁部において、前記遮蔽部も前記外
周部分も形成されておらず、
　前記基板には、前記窪み部の前記基板と対向する面に対向する位置であって、前記外周
部分と前記基板方向に重畳しない位置に、前記基板側コネクタに関する情報が付されてい
ることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記基板側コネクタに関する情報は、前記窪み部の長手方向の中央よりも、前扉を回動
させるためのヒンジと反対側寄りに付されており、当該情報の全体が前記窪み部の前記基
板と対向する面に対向する位置に表示される
　ことを特徴とする請求項１記載の遊技機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板を収納する基板ケースを備えた遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシンやパチンコ等の遊技機は、遊技の進行に係る遊技動作を制御するために
、ＣＰＵやＲＯＭ等の半導体素子を含んで構成された電子回路が設けられた制御基板を備
えている。この制御基板は、一般的に、不正な処理や改造が施された基板にすり替えられ
ないように基板ケースの内部に収納されて、遊技機筐体内に設置されている。
【０００３】
　ここで、制御基板と各機器との間で信号等を送受信するために、制御基板にはコネクタ
が実装されているが、制御基板が基板ケース内に収納されていることから、コネクタは基
板ケースに形成された開口部から基板ケースの外部に露出している。そして、外部に露出
したコネクタと、信号を送受信する配線を備えたコネクタとが接続されている。ここで、
この開口部とコネクタとの間に形成された隙間から基板ケース内に工具等を挿入して、制
御基板を不正に改造するといった不正行為が行われることもあった。
【０００４】
　このような、開口部とコネクタとの間に形成された隙間を利用した不正行為を防ぐため
に、従来から、この隙間をより小さくすることが行われている。また、この隙間を小さく
するだけでなく、開口部においてコネクタを囲うように遮蔽部材等を設けて、不正に工具
が挿入されないような構成とすることも提案されている。例えば、特許文献１には、基板
カバーの遮蔽片がコネクタの側面と防護体の側壁との間に挿入されるようにすることで、
コネクタの側面の周囲は遮蔽片で囲まれ、遮蔽片の周囲は防護体の側壁で囲まれるような
構成が開示されている。これにより、基板カバーの開口部から工具等を挿入して不正行為
を行おうとしても、コネクタの側面、基板カバーの遮蔽片及び防護体の側壁が障壁となり
、工具等を挿入することが困難であり、不正行為を抑制することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１８５５３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述したように、特許文献１に記載された発明によれば、上記不正行為を抑制すること
ができるが、この構成では、コネクタと基板カバー（基板ケース）とが密接して構成され
ることとなるため、基板上のコネクタに対して、基板カバーの外部において接続されるコ
ネクタの挿抜作業を行う際に、作業者の指先が基板カバーに当たることとなり、挿抜作業
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を行いにくいとの問題があった。また、作業者の指先が基板カバーに当たることから、作
業者は不快に感じるとの問題もあった。
【０００７】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、基板ケースに収
納された基板のコネクタの挿抜作業を行いやすい遊技機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係る遊技機は、
　遊技機筐体と、
　前記遊技機筐体内に設置された基板ケースと、
　前記基板ケース内に収納された基板と、を備え、
　前記基板上には基板側コネクタが実装され、
　前記基板ケースには、前記基板側コネクタを外部に露出させる開口が形成され、
　前記基板側コネクタは、前記基板ケース内から、前記開口を介して前記基板ケース外に
露出されて、外部コネクタと接続可能であり、
　前記基板側コネクタは、前記外部コネクタと接続された際に前記外部コネクタが有する
係止部に係止され、
　前記開口は、前記基板側コネクタの外周を囲むように、前記基板側コネクタに近接して
形成され、
　前記基板ケースには前記開口の縁部に窪み部が形成され、前記窪み部によって前記基板
側コネクタと前記基板ケースとの間に空間が形成され、
　前記窪み部は、前記基板側コネクタと前記外部コネクタとが接続されている状態におい
て、前記係止部に対応する位置に形成され、
　前記基板ケースは、前記開口の前記縁部から前記基板側へと向かう方向に前記基板側コ
ネクタの外壁に沿って伸びる遮蔽部を有している、ことを特徴とする。
 
【０００９】
　上記発明によれば、基板ケース内に収納された基板に実装された基板側コネクタを基板
ケースの外部に露出させる開口の縁部であって、基板側コネクタに接続される外部コネク
タの係止部に対応する位置に窪み部が形成され、この窪み部によって基板側コネクタと基
板ケースとの間に空間が形成されていることから、基板側コネクタと外部コネクタとを接
続する作業又は分離する作業（コネクタの挿抜作業）において、作業者の指先は、基板側
コネクタと基板ケースとの間の空間に位置することとなり、指先が基板ケースに当たりに
くい。このため、作業者は、コネクタの挿抜作業を行いやすい。また、コネクタの挿抜作
業において、指先が基板ケースに当たることにより不快感が生じることを防止できる。
【００１０】
　また、上記発明によれば、開口が、基板側コネクタの外周を囲むように、基板側コネク
タに近接して形成されて、窪み部が形成されている縁部においても基板側コネクタに近接
しており、さらに、開口の縁部から基板側へと向かう方向に基板側コネクタの外壁に沿っ
て伸びる遮蔽部が設けられていることから、基板ケース内に工具等を挿入することは困難
であり、不正行為を抑制することができる。
【００１１】
　このように、上記発明によれば、コネクタの挿抜作業を行いやすく、かつ、不正行為を
抑制できる基板ケースを有する遊技機を実現できる。
【００１３】
　これにより、基板ケースは透明であり、基板における窪み部と対向する位置に、基板側
コネクタに関する情報が付されていることから、作業者は、基板ケースの外側から基板ケ
ースの窪み部を介して基板に付された基板側コネクタに関する情報を視認可能である。こ
のため、例えば、窪み部ごとに、対応する基板側コネクタに関する情報を基板に付すこと
により、作業者は、各基板側コネクタの種類等を把握することができ、対応しないコネク
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タ同士を接続するといった不具合を抑制することができる。また、上述したように、窪み
部は開口の縁部に形成されることから、基板側コネクタの近傍において基板側コネクタに
関する情報が付されることから、当該情報と対応するコネクタとを間違えるといった不具
合を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る遊技機の外観構成を示す正面図である。
【図２】本発明の実施形態に係る遊技機の内部構成を示す、前扉が開かれた状態の斜視図
である。
【図３】本発明の実施形態に係る遊技機の基板ケースの外観構成を示す斜視図である。
【図４】本発明の実施形態に係る遊技機の基板ケースの外観構成を示す概略側面図である
。
【図５】本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタ及び外部コネクタの
外観構成を示す拡大斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタ及び外部コネクタが
接続した状態の外観構成を示す拡大斜視図である。
【図７】本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタの外観構成を示す拡
大正面図である。
【図８】本発明の実施形態に係る遊技機における外部コネクタの外観構成を示す拡大正面
図である。
【図９】本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタ及びコネクタ孔の形
状を示すための拡大断面図であり、図７のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタ及びコネクタ孔の
形状を示すための拡大断面図であり、図７のＢ－Ｂ矢視断面図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る遊技機における外部基板が接続された制御基板のコネ
クタ及びコネクタ孔の形状を示すための拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の遊技機の実施形態について、図面を参照しながら、具体的に説明する。なお、
以下の説明において、本発明の実施形態に係る遊技機として回胴式遊技機（いわゆる、ス
ロットマシン）であるパチスロ遊技機を例に挙げて説明するが、本発明の遊技機は、この
パチスロ遊技機に限定されるわけではない。これ以外のパチスロ遊技機だけでなく、例え
ば、パチンコ遊技機等、パチスロ遊技機以外の遊技機であってもかまわない。また、金属
等で作られた実在するメダル等を遊技媒体として利用せずに、電子データのみを取り扱う
ことで遊技を行うことができる、いわゆるメダルレスのパチスロ遊技機であってもかまわ
ない。
【００１６】
　なお、本明細書において、方向についての定義等が示されていない場合には、遊技機１
０に向かって位置する遊技者から見て左側の方向を「左」方向とし、遊技者から見て右側
の方向を「右」方向とする。同様に、「上」や「下」等の上下方向も、遊技者から見た場
合の上方向や下方向を意味する。また、遊技機の正面から遊技者に向かう方向を「前」方
向とし、その逆方向を「後」方向とする。また、遊技機における各部材の説明についても
、方向についての定義等が示されていない場合には、各部材が遊技機の所定位置に配置さ
れている状態において遊技者から見た方向としている。
【００１７】
（遊技機１０の全体構成の説明）
　本実施形態に係る遊技機の外観構成について図面を用いて説明する。図１は、本発明の
実施形態に係る遊技機の外観構成を示す正面図である。また、図２は、本発明の実施形態
に係る遊技機の内部構成を示す、前扉が開かれた状態の斜視図である。
【００１８】
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　図１に示すように、遊技機１０は、その前面側に、メダルを投入するためのメダル投入
口１１と、メダルを払い出すためのメダル払出口１２と、メダル払出口１２から払い出さ
れたメダルを貯留するメダル受け皿５と、外周面に図柄８が描かれていてこれら図柄８を
変動表示する３つのリール１４ａ、１４ｂ、１４ｃと、映像演出を行うための液晶ディス
プレイ１６と、照明演出を行うための上部ランプ１、上サイドランプ２ａ、中サイドラン
プ２ｂ及び下サイドランプ２ｃと、音声演出を行うためのスピ－カー１７と、を備えてい
る。なお、３つのリール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの外周面に形成された図柄８は、遊技機
１０の前扉１０ｂ（図２を参照）に形成されたリール窓１０ｅによって遊技者から視認可
能である。また、上サイドランプ２ａ、中サイドランプ２ｂ、下サイドランプ２ｃ及びス
ピ－カー１７は、それぞれ左右に１つずつ配置されている。
【００１９】
　また、遊技機１０は、操作部として、１遊技当たりの最大枚数（通常３枚）のメダルを
ベットするためのマックスベットボタン１８と、ベットするメダルを１枚ずつ増加するた
めのシングルベットボタン１９と、リール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの回転を開始するため
のスタートレバー２０と、リール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの回転をそれぞれ停止するため
の３つのストップボタン２２ａ、２２ｂ、２２ｃと、遊技中の所定の演出を切り替える等
の遊技者が操作をするための演出用ボタン７と、クレジットされたメダルを払い戻すため
の払戻しボタン２５と、メダルの貯留枚数を表示するクレジット枚数表示器２６と、入賞
成立時等において遊技機１０から払い出されたメダルの払出枚数を表示する払出枚数表示
器２７と、「有利区間」及び「非有利区間」への移行を報知する区間報知ランプ３７と、
を備える。なお、演出用ボタン７にはランプが内蔵されており、点灯及び消灯により、遊
技者に所定の報知を行うことができる。また、クレジット枚数表示器２６及び払出枚数表
示器２７は、それぞれ７セグメントの小型のＬＥＤ（発光ダイオード）により構成されて
おり、２桁の数字を表示可能である。
【００２０】
　ここで、「有利区間」とはストップボタン２２ａ、２２ｂ、２２ｃの操作態様を報知可
能な遊技状態であり、「非有利区間」とはストップボタン２２ａ、２２ｂ、２２ｃの操作
態様を報知不可能な遊技状態である。なお、ストップボタン２２ａ、２２ｂ、２２ｃの操
作態様としては、役抽選の抽選結果（具体的には当選役）に対して予め設定されている押
し順（停止操作順序）であって、例えば抽選結果に対して複数の押し順が設定されている
場合に、遊技者にとって最も有利となる押し順が相当する。例えば、いわゆる「順押し」
の場合は１枚のメダルが払い出され、いわゆる「逆押し」の場合は１５枚のメダルが払い
出される。一般的には、「非有利区間」中の遊技において、所定の移行条件が成立（例え
ば役抽選により特定の移行役に当選）した場合に、所定の抽選（有利区間移行抽選）に当
選することで、「非有利区間」から「有利区間」へ移行可能となる。一方、「有利区間」
中の遊技において、所定の終了条件が成立した場合は「有利区間」から「非有利区間」へ
移行する。なお、上記所定の終了条件としては、例えば、「有利区間」中の消化ゲーム数
が１５００ゲームに達すること、である。
【００２１】
　リール１４ａ、リール１４ｂ及びリール１４ｃは、それぞれ、この順で、遊技者から見
て左から右へと並んで配置されており、これらリール１４ａ、１４ｂ、１４ｃに対応して
リール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの回転を停止させるためのストップボタン２２ａ、２２ｂ
、２２ｃも、遊技者から見て左から右へとこの順で並んで配置されている。
【００２２】
　この遊技機１０は、ベットされたメダルの枚数が予め定められた規定枚数（例えば３枚
）に達した状態でスタートレバー２０が操作されると、役抽選が実行されるとともにリー
ル１４ａ、１４ｂ、１４ｃが一斉に回転を開始し、ストップボタン２２ａ、２２ｂ、２２
ｃがそれぞれ操作されると、操作されたストップボタン２２ａ、２２ｂ、２２ｃに対応す
る各リール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの回転が停止し、すべてのリール１４ａ、１４ｂ、１
４ｃが停止したときにリール窓１０ｅの有効ライン上に表示される図柄８の組み合わせが
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役抽選で当選した役に対応したものとなっていた場合（入賞した場合）は、その役に応じ
た枚数のメダルが払い出される。なお、メダルのクレジット枚数が上限値（本実施形態で
は５０枚）に達しているときに、メダルが払い出される場合は、ホッパーユニット３６（
図２を参照）から送出されたメダルがメダル払出口１２を通じて払い出されるようになっ
ている。また、メダル払出口１２から払い出されたメダルは、メダル受け皿５に貯留され
る。このように、クレジット枚数の上限値は決まっており、上限値を超えて遊技機１０内
にメダルを貯留することはできない。しかし、メダル投入口１１にメダルが投入されるか
、又は、入賞によってメダルが払い出された場合に、メダルのクレジット枚数が上限値に
達していない場合は遊技機１０内に貯留されて、メダルのクレジット枚数が増加する。
【００２３】
　ここで、リール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの外周面には、例えば、「白セブン」、「赤セ
ブン」、「バー１」、「バー２」、「チェリー」、「スイカ」、「リプレイ」、「ベル」
、「ブランク」等の複数の図柄８が形成されている。これらの図柄８は、例えば、それぞ
れの絵柄がプリントされたテープをリール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの外周面に貼付される
ことで形成されている。
【００２４】
　図２に示すように、遊技機１０は、遊技機筐体１０ｄを備えている。遊技機筐体１０ｄ
は、前方が開放された箱状である筐体本体１０ａと、筐体本体１０ａの前面側に開閉可能
な状態で取り付けられていて、リール１４ａ、１４ｂ、１４ｃの外周面に形成された図柄
８を遊技者から視認可能とするリール窓１０ｅが形成された前扉１０ｂとを有する。つま
り、これら筐体本体１０ａ及び前扉１０ｂが遊技機筐体１０ｄを構成する。この遊技機筐
体１０ｄの内部には、各種の機器が収納されている。本実施形態において、遊技機筐体１
０ｄの内部には、メイン制御基板ユニット３０、サブ制御基板ユニット３１、液晶ユニッ
ト３２、電源ユニット３３、ホッパーユニット３６、リールユニット４１、コネクタユニ
ット３４及びメダルセレクタ５１等が納められている。
 
【００２５】
　詳細は後述するが、メイン制御基板ユニット３０は、基板ケース１００（図３を参照）
と、基板ケース１００内に収納されたメイン制御基板１３０（図３を参照）と、を備えて
いる。なお、メイン制御基板１３０は、役抽選、入賞判定及び遊技動作等、遊技における
基本的な制御を行う電子基板である。
【００２６】
　サブ制御基板ユニット３１は、発光ランプや音声による演出等、遊技における演出に関
する制御を行うサブ制御基板を備えている。液晶ユニット３２は、液晶ディスプレイ１６
と一体であり、液晶ディスプレイ１６に表示される映像による演出に関する制御を行う映
像制御基板を備えている。
【００２７】
　また、電源ユニット３３は、筐体本体１０ａ内の下部に設けられている。電源ユニット
３３は各機器に電力を供給するものであり、遊技機１０に対して電源投入操作又は電源断
操作を行う電源スイッチと、遊技機１０における各部品に電力を供給する電源基板と、を
備えている。
 
【００２８】
　ホッパーユニット３６は、メダル投入口１１に投入されたメダルを回収するとともに、
メインメイン制御基板１３０からの信号に基づいてメダル払出口１２（図１を参照）へメ
ダルを送出する制御を行うホッパー制御基板を備えている。リールユニット４１は、リー
ル１４ａ、１４ｂ、１４ｃの回転をそれぞれ独立して制御するリール駆動基板や、リール
１４ａ、１４ｂ、１４ｃを回転駆動させる駆動モータ等を備えている。
【００２９】
　また、メダルセレクタ５１は、メダル投入口１１に投入されたメダルが正規のものか否
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かを選別して、正規のメダルのみをホッパーユニット３６に導く。
【００３０】
（基板ケース１１４の構成の説明）
　本実施形態の基板ケースの構成について、図面を用いて説明する。図３は、本発明の実
施形態に係る遊技機の基板ケースの外観構成を示す斜視図である。また、図４は、本発明
の実施形態に係る遊技機の基板ケースの外観構成を示す概略側面図である。
【００３１】
　なお、以下に示す本実施形態の説明に用いる図面においてｘ軸、ｙ軸及びｚ軸を示して
いる場合がある。これらの図面において、ｘ軸は遊技機における左右方向を示し、ｙ軸は
遊技機における前後方向を示し、ｚ軸は遊技機における上下方向を示している。具体的に
は、ｘ軸方向正側を遊技機の正面に向かって「右」側、ｘ軸方向負側を遊技機の正面に向
かって「左」側、ｙ軸方向正側を遊技機の「後」側、ｙ軸方向負側を遊技機の「前」側、
ｚ軸方向正側を遊技機の「上」側、ｚ軸方向負側を遊技機の「下」側とする。
【００３２】
　図３に示すように、メイン制御基板ユニット３０は、基板ケース１００及び基板ケース
１００内に収納されたメイン制御基板（基板）１３０を備えている。基板ケース１００は
、ベース部１１０及びカバー部１２０が組み合わされて連結され、一体化されて構成され
ている。そして、これらベース部１１０及びカバー部１２０により構成された基板ケース
１００の内部にメイン制御基板１３０が収納されている。つまり、メイン制御基板１３０
は、ベース部１１０及びカバー部１２０により覆われている。また、ベース部１１０が筐
体本体１０ａの背板に設置されている。つまり、ベース部１１０が筐体本体１０ａの背板
に対向するように設置されることから、カバー部１２０側が前側（正面側）となる。また
、詳細は後述するが、ベース部１１０及びカバー部１２０を組み合わせて連結した際にお
ける、ベース部１１０及びカバー部１２０の境界部１０１は、基板ケース１００を側面視
した場合に、メイン制御基板１３０と重複するように配置されている。
 
【００３３】
　カバー部１２０の前面は、筐体本体１０ａの背板に対して略平行（ｚｘ面に対して略平
行）である第１面１２０ａと、第１面１２０ａの下方に位置し、筐体本体１０ａの背板に
対して傾斜している第２面１２０ｂと、第２面１２０ｂの下方に位置し、筐体本体１０ａ
の背板に対して略平行であり、第１面１２０ａよりも後側（ｙ軸方向正側）に位置する第
３面１２０ｃと、を備えている。また、ベース部１１０の後面は平面であることから、基
板ケース１００は、下方の厚み（ｙ軸方向に沿った長さ）が薄くなっている。
 
【００３４】
　メイン制御基板１３０には６つのコネクタ（基板側コネクタ）１３３ａ、１３３ｂ、１
３３ｃ、１３３ｄ、１３３ｅ、１３３ｆが実装されており、メイン制御基板１３０上に設
けられたこれらコネクタ１３３ａ～１３３ｆは、それぞれ、カバー部１２０に形成された
６つの開口であるコネクタ孔（開口）１２１ａ、１２１ｂ、１２１ｃ、１２１ｄ、１２１
ｅ、１２１ｆから外部に露出している。なお、コネクタ孔１２１ａ~１２１ｆは、カバー
部１２０の第３面１２０ｃに形成されており、これらコネクタ１３３ａ～１３３ｆは、カ
バー部１２０の第３面１２０ｃからコネクタ孔１２１ａ~１２１ｆを介して外部に露出し
ている。
【００３５】
　図４に示すように、基板ケース１００を右側から側面視した場合に、コネクタ１３３ａ
（１３３ｂ～１３３ｆ）は、第１面１２０ａ及び第２面１２０ｂの継ぎ目に当たるコーナ
ー部ｃ１と、第３面１２０ｃの下端に当たるコーナー部ｃ３と、を結ぶ線Ｌを越えないよ
うに配置されている。なお、線Ｌは実際に存在するわけではなく仮想的に配置されたもの
である。このように、コネクタ１３３ａ（１３３ｂ～１３３ｆ）が線Ｌを越えないように
配置されることにより、基板ケース１００から外部に突出しているコネクタ１３３ａ（１
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３３ｂ～１３３ｆ）は、カバー部１２０の前面（第１面１２０ａ、第２面１２０ｂ及び第
３面１２０ｃ）において形成されている凹部内に配置されることとなる。なお、この凹部
は、具体的には、図４において、コーナー部ｃ１、コーナー部ｃ２及びコーナー部ｃ３を
順に結ぶことにより形成される、第２面１２０ｂ及び第３面１２０ｃにより構成される空
間である。これにより、基板ケース１００を運搬する際等において、コネクタ１３３ａ（
１３３ｂ～１３３ｆ）が何かに当たって損傷するといった不具合を抑制することができる
。
【００３６】
　また、上述したように、第２面１２０ｂは、筐体本体１０ａの背板に対して傾斜してい
るが、具体的には、前方（ｙ軸方向負側）に向かうにしたがって、上方（ｚ軸方向正側）
に向かうように傾斜している。これにより、コネクタ１３３ａ（１３３ｂ～１３３ｆ）の
上方の空間は、前側に向かうほど大きくなるように形成されている。また、基板ケース１
００を側面視した場合に、第３面１２０ｃにおいてコネクタ１３３ａは下側寄りに位置す
ることが好ましい。具体的には、図４に示すように、コネクタ１３３ａと第２面１２０ｂ
の下端（第３面１２０ｃの上端）との距離ｓ１は、コネクタ１３３ａと第３面１２０ｃの
下端との距離ｓ２よりも大きいことが好ましい。後述するように、コネクタ１３３ａ（１
３３ｂ～１３３ｆ）には、外部コネクタ１４０（図５を参照）を接続したり、分離したり
するが、この作業（挿抜作業）の際に、コネクタ１３３ａ（１３３ｂ～１３３ｆ）の上方
において前側に向かうほど大きくなる空間が形成されていることから、第２面１２０ｂと
コネクタ１３３ａ（１３３ｂ～１３３ｆ）とで挟まれた空間の奥まで作業者の指を入れや
すく、上記作業を行いやすい。また、同様に、距離ｓ１が距離ｓ２よりも大きいことから
距離ｓ１が比較的大きく、コネクタ１３３ａ（１３３ｂ～１３３ｆ）の上方に大きな空間
があることから、第２面１２０ｂとコネクタ１３３ａ（１３３ｂ～１３３ｆ）とで挟まれ
た空間の奥まで作業者の指を入れやすく、上記作業を行いやすい。
 
【００３７】
　基板ケース１００は、内部に収納されるメイン制御基板１３０に不正な改造等が施され
たことを外部から目視できるように、透明な樹脂によって形成されることが好ましい。例
えば、基板ケース１００を構成するベース部１１０及びカバー部１２０は、ＡＢＳ樹脂（
アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン共重合樹脂）やＰＣ（ポリカーボネート）等の
樹脂により構成されることとすればよい。また、図示は省略しているが、ベース部１１０
及びカバー部１２０にはカシメ等が設けられていて、これらを分離することは困難である
。また、ベース部１１０及びカバー部１２０にわたるように、これらの境界に封印シール
を貼り付けることとしてもよい。これにより、ベース部１１０及びカバー部１２０を分離
して基板ケース１００を開封することは困難であり、基板ケース１００が開封された場合
は、基板ケース１００の一部や封印シールを破損する等、開封した痕跡が残ることとなる
。
【００３８】
　したがって、不正行為者によって、不正に基板ケース１００が開封された場合には、基
板ケース１００が開封されたことを目視により容易に認識することができる。ここで、不
正行為者による不正行為としては、例えば、基板ケース１００を開封して、メイン制御基
板１３０に偽造ＲＯＭを搭載する等のメイン制御基板１３０の改造が行われたり、メイン
制御基板１３０を偽造基板と入れ替えられたりすることがある。このような不正行為が行
われた場合でも、基板ケース１００が開封されたことを目視により容易に認識することが
できるため、容易に不正行為が行われたことを発見できる。このように、不正行為が行わ
れたことが容易に発見されることから、不正行為を行うことを抑制することができる。
【００３９】
　また、上述したように、メイン制御基板１３０のコネクタ１３３ａ～１３３ｆは、それ
ぞれ、コネクタ孔１２１ａ～１２１ｆを介して基板ケース１００の外部に露出している。
ここで、コネクタ１３３ａ～１３３ｆと、コネクタ孔１２１ａ～１２１ｆが形成されたカ
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バー部１２０との間にはほとんど隙間が生じないように、コネクタ１３３ａ～１３３ｆの
外周と、コネクタ孔１２１ａ～１２１ｆの内周とは、それぞれ略同じ形状であり略同じ寸
法となるように、構成されている。なお、コネクタ孔１２１ａ～１２１ｆを介して、コネ
クタ１３３ａ～１３３ｆを基板ケース本体１００の外部に露出するため、コネクタ孔１２
１ａ～１２１ｆの内周の方が、コネクタ１３３ａ～１３３ｆの外周よりも若干大きめに形
成されている。つまり、コネクタ孔１２１ａ～１２１ｆは、それぞれのコネクタ１３３ａ
～１３３ｆの外周を囲むように、コネクタ１３３ａ～１３３ｆのそれぞれに近接して形成
されている。これにより、コネクタ１３３ａ～１３３ｆとカバー部１２０（コネクタ孔１
２１ａ～１２１ｆ）との間に生じた隙間から工具等を用いてメイン制御基板１３０に対し
て不正に改造等を行う不正行為を抑制することができる。
【００４０】
　メイン制御基板１３０上には、コネクタ１３３ａ～１３３ｆ以外に、ＣＰＵ１３１及び
比率表示器１３２等が実装されている。ＣＰＵ１３１は、遊技機１０における遊技の進行
に関する制御を行うものであり、役抽選、入賞判定及び遊技動作等、遊技における基本的
な制御を行うためのデータが格納されているＲＯＭを内部に搭載している。また、比率表
示器１３２は、４個の７セグメントＬＥＤを有しており、所定期間における役物払出枚数
の総払出枚数に対する百分率や、連続役物払出枚数の総払出枚数に対する百分率や、ＡＴ
役（押し順役）による払出枚数の総払出枚数に対する百分率等を表示する。上述したよう
に、基板ケース１００は透明な樹脂により形成されることから、基板ケース１００の外側
から比率表示器１３２の表示を目視することができる。また、ＣＰＵ１３１が不正品と交
換されていたとしても、容易に認識することができる。なお、図示は省略しているが、メ
イン制御基板１３０上には、ＣＰＵ１３１、比率表示器１３２及びコネクタ１３３ａ～１
３３ｆ以外にも、電子素子や半導体素子等により構成された集積回路等の電子部品が実装
されている。
【００４１】
　ここで、メイン制御基板１３０におけるカバー部１２０側の面に、コネクタ１３３ａ～
１３３ｆ、ＣＰＵ１３１、比率表示器１３２及びこれら以外の電子部品等が実装されてい
ることが好ましい。上述したように、ベース部１１０が筐体本体１０ａの背板に対向する
ように設置され、カバー部１２０側が前側となるように配置されることから、作業者は、
前扉１０ｂを開けた状態で、透明の樹脂で構成されたカバー部１２０を介してメイン制御
基板１３０におけるカバー部１２０側の面を目視可能である。これにより、作業者は、メ
イン制御基板１３０に改造等の不正行為が行われていた場合には、容易に不正行為が行わ
れたことを認識できる。また、作業者は、基板ケース１００の外側から比率表示器１３２
の表示を視認することができる。
 
【００４２】
　また、上述したが、特に図４に示すように、ベース部１１０とカバー部１２０との境界
部１０１は、基板ケース１００を側面視した場合に、メイン制御基板１３０と重複するよ
うに配置されている。これにより、メイン基板ケース１００を側面視した場合において、
境界部１０１はメイン制御基板１３０と重複していることから、メイン制御基板１３０の
表裏両面の確認において、境界部１０１が邪魔になりにくい。したがって、メイン制御基
板１３０において改造等の不正行為がなされていないかを確認するために、メイン基板ケ
ース１００を側面視した場合には、境界部１０１により邪魔されることなく、メイン制御
基板１３０に不正行為が行われていないかを確認することができる。また、境界部１０１
とメイン制御基板１３０とが平行か否かを確認することにより、メイン制御基板１３０が
基板ケース１００内に正確に取り付けられているかを容易に確認できる。
【００４３】
　上述したように、メイン制御基板１３０のコネクタ１３３ａ～１３３ｆは、それぞれ基
板ケース１００の外部に露出している。これら基板ケース１００の外部に露出しているコ
ネクタ１３３ａ～１３３ｆは、それぞれに対応する複数の外部コネクタ外部コネクタ１４
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０（図５を参照）と接続可能である。各外部コネクタ１４０とコネクタ１３３ａ～１３３
ｆとが接続されることにより、メイン制御基板１３０（メイン制御基板ユニット３０）と
、遊技機１０の各機器とが電気的に接続されて、信号の送受信を行うことが可能である。
【００４４】
（コネクタ孔１２１ａ、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４０の構成の説明）
　コネクタ孔１２１ａ、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４１の構成について、図面
を用いて説明する。図５は、本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタ
及び外部コネクタの外観構成を示す拡大斜視図である。また、図６は、本発明の実施形態
に係る遊技機における制御基板のコネクタ及び外部コネクタが接続した状態の外観構成を
示す拡大斜視図である。また、図７は、本発明の実施形態に係る遊技機における制御基板
のコネクタの外観構成を示す拡大正面図である。また、図８は、本発明の実施形態に係る
遊技機における外部コネクタの外観構成を示す拡大正面図である。また、図９は、本発明
の実施形態に係る遊技機における制御基板のコネクタ及びコネクタ孔の形状を示すための
拡大断面図であり、図７のＡ－Ａ矢視断面図である。また、図１０は、本発明の実施形態
に係る遊技機における制御基板のコネクタ及びコネクタ孔の形状を示すための拡大断面図
であり、図７のＢ－Ｂ矢視断面図である。また、図１１は、本発明の実施形態に係る遊技
機における外部基板が接続された制御基板のコネクタ及びコネクタ孔の形状を示すための
拡大断面図である。
【００４５】
　まず、コネクタ孔１２１ａ、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４０の構成について
概略を説明する。図５に示すように、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１４０とは分離可
能である。また、図６に示すように、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１４０とは接続す
ることもできる。このように、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１４０とが接続されるこ
とにより、メイン制御基板１３０と遊技機１０における各機器とが電気的に接続されて、
信号の送受信が可能となる。なお、図１１に示すように、コネクタ１３３ａと外部コネク
タ１４０とが接続されると、係止爪１４５が被係止部１３５に係止され、コネクタ１３３
ａと外部コネクタ１４０とを容易に分離することができない。
【００４６】
　また、図５、図６、図７及び図９に示すように、カバー部１２０において、コネクタ孔
１２１ａの内周付近である縁部１２４の一部には、メイン制御基板１３０側に凹んだ窪み
部１２３が形成されている。具体的には、窪み部１２３は、略矩形であるコネクタ孔１２
１ａの一辺における縁部１２４の略中央付近に形成されている。また、窪み部１２３は、
カバー部１２０においてメイン制御基板１３０へと向かう方向に伸びる部分と、この部分
と連続してメイン制御基板１３０と略平行に伸びてコネクタ１３３ａ側へと伸びる部分と
、を有している。このように、窪み部１２３が形成されていることから、カバー部１２０
とコネクタ１３３ａとの間に空間１２３ａが形成される。この空間１２３ａにより、コネ
クタ１３３ａに外部コネクタ１４０を接続する作業、及び、コネクタ１３３ａから外部コ
ネクタ１４０を分離する作業である外部コネクタ１４０の挿抜作業を行う際に、作業者の
指先がカバー部１２０と干渉しにくく、作業を行いやすい。また、作業の際に指先がカバ
ー部１２０に当たることにより作業者が感じる不快な感覚を抑制することができる。また
、上述したように、カバー部１２０の第２面１２０ｂとコネクタ１３３ａとで挟まれた空
間の奥まで作業者の指を入れやすいことから（図４を参照）、挿抜作業を行いやすい。
【００４７】
　また、窪み部１２３を介してメイン制御基板１３０上に形成されているコネクタ情報（
情報）１３７が視認可能である。ここで、メイン制御基板１３０上に「ＣＮ１」との文字
であるコネクタ情報１３７が印刷されている。上述したように、カバー部１２０は透明で
あることから、カバー部１２０の外部から、この「ＣＮ１」との文字を視認可能である。
また、図９及び図１０に示すように、カバー部１２０において、コネクタ孔１２１ａの内
周付近である縁部１２４の窪み部１２３以外の箇所には、メイン制御基板１３０側へと伸
びる板状の遮蔽部１２２が形成されている。ここで、窪み部１２３及び遮蔽部１２２はメ
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イン制御基板１３０に近接して配置されていることから、コネクタ孔１２１ａ（カバー部
１２０）及びコネクタ１３３ａ間の隙間から工具を差し込んでメイン制御基板１３０に改
造を施す不正行為を行おうとしても、窪み部１２３及び遮蔽部１２２に邪魔されることか
ら、不正行為を行うことは困難である。したがって、不正行為が行われることを防止でき
る。さらに、コネクタ孔１２１ａが上記構造であることから、不正行為の防止だけでなく
、基板ケース１００内への塵埃の侵入も防止できる。つまり、メイン制御基板１３０にお
ける電子部品等が搭載された領域への入り口であるコネクタ孔１２１ａ（カバー部１２０
）及びコネクタ１３３ａ間の隙間が狭く、かつ、外部から電子部品等が搭載された領域に
は到達しにくい構成であることから、塵埃が電子部品等が搭載された領域に侵入すること
も防止できる。
【００４８】
　次に、コネクタ孔１２１ａ、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４０の構成について
、図５～図１１を用いて詳細に説明する。図５は、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１４
０とが分離されている状態であり、これらの外観構成を示す斜視図である。図５に示すよ
うに、カバー部１２０に形成された略矩形であるコネクタ孔１２１ａから、メイン制御基
板１３０（図３を参照）に実装されたコネクタ１３３ａが外部に露出している。コネクタ
１３３ａは外部コネクタ１４０と接続可能である。具体的には、コネクタ１３３ａと外部
コネクタ１４０とは組み合わされて結合されることで接続される。ここで、図５において
、嵌合部１４１を被嵌合穴１３６に嵌め込むことで、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１
４０とは接続される。
【００４９】
　コネクタ１３３ａには、外部コネクタ１４０の嵌合部１４１が嵌まり込む被嵌合穴１３
６、及び、後述する外部コネクタ１４０の操作片１４３が挿入される操作片挿入部１３５
ａが形成されている。なお、操作片挿入部１３５ａは、コネクタ１３３ａの上側の左右方
向の略中央位置に形成されている。また、コネクタ１３３ａは、被嵌合穴１３６内に複数
設置されたピン１３４と、操作片挿入部１３５ａ内に設置される、後述する外部コネクタ
１４０の係止爪１４５が係止される被係止部１３５と、を有している。ピン１３４は、外
部コネクタ１４０のピン穴１４６（図８を参照）に挿入されて、各信号の送受信が行われ
る。また、被係止部１３５の前側の面は前後方向に対して傾斜する傾斜面であり、被係止
部１３５の後側の面はメイン制御基板１３０に対して略平行な面である（図９を参照）。
【００５０】
　外部コネクタ１４０は、被嵌合穴１３６に嵌まり込む嵌合部１４１と、複数のケーブル
１４２と、操作片挿入部１３５ａに挿入される操作片１４３と、操作片１４３及び嵌合部
１４１とを連結する可撓支持部１４４と、を有している。ここで、図８は、図５において
コネクタ１３３ａと対向している側の面から見た外部コネクタ１４０を示している。図８
に示すように、嵌合部１４１には、各ピン１３４と対応し、各ピン１３４が挿入される複
数のピン穴１４６が形成されていて、ピン穴１４６を介して各信号の送受信が行われる。
これら各ピン穴１４６は、複数のケーブル１４２のそれぞれと対応している。つまり、各
ピン穴１４６と各ケーブル１４２は、一対一で電気的に接続されており、ピン穴１４６か
らの信号が対応するケーブル１４２に伝えられ、ケーブル１４２からの信号が対応するピ
ン穴１４６に伝えられる。
【００５１】
　また、操作片１４３において操作片挿入部１３５ａに挿入される側の端部である操作片
挿入端１４３ｂには、被係止部１３５によって係止される係止爪（係止部）１４５が設置
されている。また、詳細は後述するが、操作片１４３において操作片挿入端１４３ｂの反
対側の端部である操作片操作端１４３ａは、コネクタ１３３ａから外部コネクタ１４０を
分離する際に作業者が操作する箇所である。作業者が、操作片操作端１４３ａに対して、
下方（ｚ軸方向負側）へ力を加えることで可撓支持部１４４が撓み、操作片操作端１４３
ａが下方に移動する。つまり、操作片操作端１４３ａは嵌合部１４１に接近することとな
る。このように、操作片操作端１４３ａが嵌合部１４１に接近すると、反対に、操作片挿
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入端１４３ｂは上方（ｚ軸方向正側）へと移動する。つまり、操作片挿入端１４３ｂは嵌
合部１４１から離間することとなる。また、操作片挿入端１４３ｂに設けられた係止爪１
４５も同様に、上方に移動して嵌合部１４１から離間することとなる。なお、図５及び図
６において、作業者が操作片操作端１４３ａに対して、下方へ力を加えて可撓支持部１４
４が撓んだ状態における操作片１４３を二点鎖線により示している。
【００５２】
　例えば、作業者は、外部コネクタ１４０の上下を指で把持して、コネクタ１３３ａの被
嵌合穴１３６に嵌合部１４１を嵌め込むことで、外部コネクタ１４０とコネクタ１３３ａ
とを接続する。具体的には、外部コネクタ１４０における、図５においてｚ軸方向正側の
面に位置する操作片１４３、及び、図５においてｚ軸方向負側の面である操作片１４３の
反対側の面を指で挟むようにして外部コネクタ１４０を把持し、前側から嵌合部１４１を
被嵌合穴１３６に挿入する。この際に、係止爪１４５は、前後方向に対して傾斜している
被係止部１３５の前側の傾斜面に当接することとなる。そして、嵌合部１４１が被嵌合穴
１３６に挿入されていくにしたがって、係止爪１４５がこの傾斜面と当接しながら後側（
ｙ軸方向正側）へと向かうこととなるため、傾斜面によって係止爪１４５には上側に向か
う力がかかる。可撓支持部１４４が可撓性を有することから、係止爪１４５に上側に向か
う力がかかると可撓支持部１４４が撓み、係止爪１４５は被係止部１３５の傾斜面に沿っ
て徐々に上側へと移動していく。また、係止爪１４５が上側へと移動していくにしたがい
、操作片操作端１４３ａは下側へと移動していく。つまり、操作片挿入端１４３ｂが上方
に移動し、操作片操作端１４３ａが下方に移動して、操作片１４３が傾斜する。そして、
嵌合部１４１が被嵌合穴１３６に嵌まり込み、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４０
が接続された場合には、係止爪１４５が被係止部１３５の後端に達することとなる。係止
爪１４５が被係止部１３５の後端に達した場合は、係止爪１４５は被係止部１３５の前面
と当接しなくなるため、可撓支持部１４４の撓みが元に戻り、傾斜していた操作片１４３
が元の配置に戻ることとなる。これにより、図１１に示すように、係止爪１４５は、メイ
ン制御基板１３０に対して略平行な面である被係止部１３５の後側（ｙ軸方向正側）の面
に係止されることとなる。つまり、嵌合部１４１を被嵌合穴１３６から抜こうとしても、
係止爪１４５が被係止部１３５に引っかかることとなり、嵌合部１４１を抜くことは困難
である。
【００５３】
　図６に示すように、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４０が接続された状態では、
嵌合部１４１が被嵌合穴１３６に嵌まり込む。このとき、上述したように、係止爪１４５
が被係止部１３５に係止されることから、コネクタ１３３ａから外部コネクタ１４０を分
離することは困難である。また、コネクタ１３３ａ及び外部コネクタ１４０が接続された
状態において、ピン穴１４６（図８を参照）にピン１３４が挿入されている。ここで、ピ
ン穴１４６にピン１３４が挿入された状態において、ピン穴１４６の内周とピン１３４と
が接触している。ピン穴１４６の内周及びピン１３４は金属等の導体で構成されているこ
とから、ピン穴１４６にピン１３４が挿入された場合は、これらが電気的に接続されるこ
ととなる。これにより、ピン１３４を介してメイン制御基板ユニット３０から出力される
信号は、ピン穴１４６に接続されるケーブル１４２を介して、遊技機１０の各機器や中継
基板等に出力される。また、遊技機１０の各機器や中継基板等からの信号はケーブル１４
２を介して送信され、ピン穴１４６を介してピン１３４に送信され、メイン制御基板ユニ
ット３０に入力される。
【００５４】
　図９及び図１０に示すように、カバー部１２０において、コネクタ孔１２１ａはコネク
タ１３３ａに近接して形成されており、このコネクタ孔１２１ａの縁部１２４には、メイ
ン制御基板１３０側に凹んだ窪み部１２３が形成されている。具体的には、窪み部１２３
は、カバー部１２０において周辺と段差ができた箇所であり、窪み部１２３は窪み部１２
３の周辺よりもメイン制御基板１３０に近接して配置されている。このように窪み部１２
３が形成されることにより、コネクタ１３３ａとカバー部１２０との間には空間１２３ａ
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が形成されている。また、コネクタ孔１２１ａの縁部１２４において、窪み部１２３が形
成されていない箇所には縁部１２４からメイン制御基板１３０へと向かう方向にコネクタ
１３３ａの外壁に沿って伸びる遮蔽部１２２が形成されている。
【００５５】
　図５～図７に示すように、窪み部１２３は、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１４０と
が接続されている状態において（図６を参照）、係止爪１４５に対応する位置に形成され
ている。つまり、窪み部１２３は、操作片１４３の近傍に配置されている。具体的には、
略矩形であるコネクタ孔１２１ａの被係止部１３５側の一辺における縁部１２４の略中央
付近に形成されている。
【００５６】
　上述したように、作業者は、外部コネクタ１４０の上下を指で把持してコネクタ１３３
ａの被嵌合穴１３６に嵌合部１４１を嵌め込むが、このとき、図１１に示すように、外部
コネクタ１４０の上側（操作片１４３）に位置する作業者の指先Ｆは空間１２３ａに入る
こととなり、カバー部１２０に直接触れにくい。このため、作業者は、指先Ｆがカバー部
１２０と干渉されにくく、外部コネクタ１４０の接続を行いやすい。また、外部コネクタ
１４０をコネクタ１３３ａに接続する際に、指先Ｆがカバー部１２０に触れにくいことか
ら、指先Ｆがカバー部１２０と当たることで作業者が不快に感じることを防止できる。
【００５７】
　また、コネクタ１３３ａから外部コネクタ１４０を分離させる場合は、作業者は指を用
いて外部コネクタ１４０を把持する際に、外部コネクタ１４０の操作片操作端１４３ａを
下側に下げるように指で操作しながらコネクタ１４０を把持して、外部コネクタ１４０を
引き抜けばよい。具体的には、操作片操作端１４３ａが下側に移動するように可撓支持部
１４４を撓ませて、外部コネクタ１４０を前側（ｙ軸方向負側）へと引っ張ればよい。操
作片操作端１４３ａが下側に移動することにより、操作片挿入端１４３ｂ及び係止爪１４
５が上側に移動して、被係止部１３５に係止されていた（引っ掛かっていた）係止爪１４
５が被係止部１３５からはずれることなる。この状態で外部コネクタ１４０を前側に引っ
張ることで、コネクタ１３３ａから外部コネクタ１４０が容易に分離される。
【００５８】
　図９及び図１０に示すように、窪み部１２３及び遮蔽部１２２はメイン制御基板１３０
に近接して配置されている。つまり、窪み部１２３及び遮蔽部１２２と、メイン制御基板
１３０とは接近しており、これらの間の隙間は比較的小さくなっている。また、上述した
ように、コネクタ孔１２１ａの内周全体にわたる縁部１２４において、窪み部１２３が形
成されていない箇所はすべて遮蔽部１２２が形成されている。つまり、コネクタ孔１２１
ａの内周全体にわたる縁部１２４のすべてにおいて、窪み部１２３及び遮蔽部１２２のい
ずれかが形成されている。このため、コネクタ孔１２１ａ（カバー部１２０）とコネクタ
１３３ａとの間の隙間から工具を差し込んで行われる不正行為を行うとしても、窪み部１
２３及び遮蔽部１２２により邪魔されることとなる。これにより、不正行為を抑制するこ
とができる。
【００５９】
　また、図５～図７及び図９に示すように、コネクタ情報１３７は、メイン制御基板１３
０における窪み部１２３と対向する位置に印刷されている。ここで、コネクタ情報１３７
とは、コネクタ１３３ａの種類や名称等のコネクタ１３３ａに関する固有の情報である。
このように、コネクタ情報１３７が、メイン制御基板１３０における窪み部１２３と対向
する位置に印刷されていることから、作業者は、カバー部１２０の外側から窪み部１２３
を介してコネクタ情報１３７を視認可能である。このため、作業者は、コネクタ１３３ａ
の情報を視覚により容易に把握することができる。それにより、コネクタの接続を誤ると
いった不具合を抑制することができる。また、窪み部１２３はコネクタ孔１２１ａの縁部
１２４に形成されており、コネクタ１３３ａの近傍に形成されることから、窪み部１２３
を介して視認可能であるコネクタ情報１３７が、このコネクタ１３３ａに関係する情報で
あることは容易に把握することができる。なお、コネクタ情報１３７は、印刷以外の方法
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によりメイン制御基板１３０に付されていてもかまわない。例えば、コネクタ情報１３７
が記載されたシールがメイン制御基板１３０に貼付けされていてもかまわない。また、コ
ネクタ情報１３７として、コネクタ１３３ａの固有の情報としたが、コネクタ１３３ａ以
外のコネクタも含む一般的な情報としてもよい。また、作業者に対する注意喚起のように
、作業者に知らせるべきものを、メイン制御基板１３０における窪み部１２３と対向する
位置に付すこととしてもよい。作業者が容易に視認できる。
【００６０】
　また、図５～図７に示すように、コネクタ情報１３７は、作業者が正面側（前側）から
基板ケース１００を見て（ｙ軸方向に沿って基板ケース１００を見て）、窪み部１２３に
おける略中央位置に視認できるように、メイン制御基板１３０に印刷されていることとす
ればよいが、この位置に限定されず、窪み部１２３を介して作業者から視認可能な位置に
印刷されていればよい。例えば、窪み部１２３における右側寄り（窪み部１２３の中央よ
りｘ軸方向正側寄り）や、窪み部１２３における左側寄り（窪み部１２３の中央よりｘ軸
方向負側寄り）としてもよい。例えば、コネクタ情報１３７が、窪み部１２３において右
側寄りの位置に視認されるようにすることで、メイン制御基板ユニット３０（基板ケース
１００）を筐体本体１０ａに設置した状態において、前扉１０ｂを筐体本体１０ａに対し
て回動させるためのヒンジと反対側寄りにコネクタ情報１３７が表示されることとなる。
これにより、前扉１０ｂを開けた状態で、外部コネクタ１４０の挿抜作業を行う場合に、
コネクタ情報１３７を確認しやすい。
 
 
 
【００６１】
　また、基板ケース１００を正面側（前側）から見た場合に（ｙ軸方向に沿って基板ケー
ス１００を見た場合に）、窪み部１２３においてメイン制御基板１３０へと向かう方向に
伸びる部分（図７において窪み部１２３の外周部分）にはコネクタ情報１３７がまたがら
ないようにすることが好ましい。この部分は、前後方向（ｙ軸方向）に厚みを有すること
から、基板ケース１００を正面側（前側）から見た場合に透明度が低下するため、コネク
タ情報１３７の一部がこの部分にかかると、かかった部分が見にくくなる場合がある。ま
た、基板ケース１００の透明度を高くすることにより、この部分においてもコネクタ情報
１３７の視認性を高めることはできるが、視認性において他の部分と差が出ることから、
コネクタ情報１３７を認識しにくい場合がある。また、この部分に情報１３７がすべて配
置されるようにしてもよいが、コネクタ情報１３７の大きさが制限されて、それにより認
識しにくい場合もあり得る。
【００６２】
　また、窪み部１２３以外の位置においてコネクタ情報１３７が視認可能であるように、
コネクタ情報１３７をメイン制御基板１３０に印刷した場合は、コネクタ情報１３７とコ
ネクタ１３３ａとの距離が離れることから、コネクタ情報１３７がコネクタ１３３ａに関
する情報であると認識されにくくなるため、コネクタ情報１３７はメイン制御基板１３０
において窪み部１２３に対向する領域に印刷されることが好ましい。
【００６３】
　なお、窪み部１２３は、外部コネクタ１４０の挿抜作業において、作業者が作業しやす
く、作業者の不快感を除去することが可能な形状とすればよく、その大きさや形等は限定
されない。例えば、窪み部１２３の左右方向の長さｗ（図７を参照）は、５ｍｍ以上とす
ることが好ましい。また、窪み部１２３の上下方向の長さｔ（図７を参照）は、２ｍｍ以
上とすることが好ましい。また、窪み部１２３の深さｄ（図９を参照）である前後方向の
長さは、１ｍｍ以上とすることが好ましい。例えば、長さｗは、被係止部１３５が設けら
れた操作片挿入部１３５ａの左右方向の長さと同じくらいか、これよりも長くすればよく
、長さｗをコネクタ１３３ａの長手方向の長さとほぼ同じ長さとしてもよい。
【００６４】
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　また、窪み部１２３の形成位置は、コネクタ孔１２１ａの被係止部１３５側の一辺にお
ける縁部１２４の略中央付近としたが、この形成位置に限定されるわけではない。また、
窪み部１２３の数も１つのコネクタ１３３ａに対して１つに限定されるわけではない。例
えば、コネクタ孔１２１ａの被係止部１３５側の一辺と対向する一辺における縁部１２４
の略中央付近にも、窪み部１２３が形成されることとしてもよい。また、コネクタ１３３
ａの形状によっては、作業者は外部コネクタ１４０の左右を指で把持して挿抜作業を行い
やすい場合もある。このような場合は、コネクタ孔１２１ａの左右位置の縁部１２４に、
それぞれ窪み部１２３が形成されることとしてもよい。
【００６５】
　ここで、メイン制御基板１３０には、ＣＰＵ１３１等の電子素子が実装されているため
、遊技機１０が動作することでこれらが発熱することとなる。この発熱により、基板ケー
ス１００内の温度が高くなりすぎると、ＣＰＵ１３１等が誤作動を起こす可能性もあるこ
とから、冷却しやすいように基板ケース１００内における空気は循環しやすいことが好ま
しい。メイン制御基板１３０に近接して配置される窪み部１２３の面積が大きすぎると、
基板ケース１００内の空気の循環が悪くなる可能性があることから、窪み部１２３の面積
を大きくし過ぎないことが好ましい。また、搬送時等においてなんらかの衝撃が加わり、
基板ケース１００が撓んだり割れたりする可能性があるが、この際に基板ケース１００が
メイン制御基板１３０に接触しにくいように、メイン制御基板１３０に近接して配置され
る窪み部１２３の面積を大きくし過ぎないことが好ましい。また、窪み部１２３が設けら
れていることにより空間１２３ａが形成されているが、空間１２３ａの範囲が広すぎると
、コネクタ１３３ａが空間１２３ａ側に傾きやすくなることから、空間１２３ａの範囲が
広くなり過ぎないように、窪み部１２３を形成することが好ましい。つまり、コネクタ孔
１２１ａの一辺の縁部１２４全体にわたって窪み部１２３が形成されていることは好まし
くない。以上より、コネクタ孔１２１ａの四辺のうちの一辺であって、コネクタ１３３ａ
と外部コネクタ１４０とが接続された場合の係止爪１４５に対応する位置に窪み部１２３
が配置されることが最も好ましい。
【００６６】
　以上、コネクタ１３３ａに対応するコネクタ孔１２１ａにおける窪み部１２３等の構成
について説明したが、コネクタ１３３ａ以外のコネクタ１３３ｂ～１３３ｆに対応するコ
ネクタ孔１２１ｂ～１２１ｆの縁部１２４においても、コネクタ１３３ａと同様に窪み部
１２３及び遮蔽部１２２が設置され、コネクタ１３３ａと同様に、コネクタ１３３ｂ～１
３３ｆについても、それぞれに対応する外部コネクタ１４０に接続される。これら、コネ
クタ１３３ｂ～１３３ｆにおける外部コネクタ１４０の挿抜作業においても、作業者の指
先は窪み部１２３により形成された空間１２３ａに入ることとなり、カバー部１２０に直
接触れにくく、挿抜作業を行いやすい。また、挿抜作業の際に、指先がカバー部１２０に
触れにくいことから、指先がカバー部１２０と当たることで作業者が不快に感じることを
防止できる。
【００６７】
　なお、コネクタ１３３ｂ～１３３ｆと接続されるそれぞれの外部コネクタ１４０につい
ても係止爪１４５を設けることとし、コネクタ１３３ｂ～１３３ｆとそれぞれの外部コネ
クタ１４０とが接続された場合は、それぞれの係止爪１４５がコネクタ１３３ｂ～１３３
ｆに係止され、コネクタ１３３ｂ～１３３ｆとそれぞれの外部コネクタ１４０とを分離す
ることが困難であることとすればよい。なお、コネクタ１３３ｄは幅（左右の長さ）が比
較的短いことから、コネクタ１３３ｄに接続される外部コネクタ１４０の係止爪１４５は
１つとすればよい。また、コネクタの大きさによっては、係止爪１４５を３以上の数とし
てもよい。
【００６８】
　以上、本実施形態の係る遊技機１０について説明したが、本発明は、上記以外の構成と
してもよい。例えば、メイン制御基板１３０以外の基板を収納し、この基板に実装された
コネクタを外部に露出するためのコネクタ孔が形成された基板ケースにおいて、上述した
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ように、窪み部１２３及び遮蔽部１２２を設けることとしてもよい。なお、この場合のコ
ネクタの形状はコネクタ１３３ａとは異なる形状のコネクタであってもかまわない。分離
困難となる構成が、外部コネクタ１４０及びコネクタ１３３ａとは異なっていてもよい。
また、外部コネクタ１４０とコネクタ１３３ａのように、接続された場合に分離困難であ
る構成のものに限定されるわけではなく、容易に分離される構成のコネクタのコネクタ孔
に窪み部１２３及び遮蔽部１２２を設けることとしてもよい。窪み部１２３の位置や形状
については、コネクタ及びコネクタ孔の形状、配置位置、用途及び構成等を考慮すればよ
い。
【００６９】
　本発明は、以上説明した実施の形態に限定されるものではなく、他のいろいろな形で実
施することができる。そのため、かかる実施の形態はあらゆる点で単なる例示にすぎず、
限定的に解釈してはならない。本発明の範囲は請求の範囲によって示すものであって、明
細書本文には、なんら拘束されない。さらに、請求の範囲の均等範囲に属する変形や変更
は、全て本発明の範囲内のものである。
【符号の説明】
【００７０】
　１０　　　遊技機　　　　　　　　　　　　１０ｄ　　遊技機筐体
　１００　　基板ケース　　　　　　　　　　１２１ａ～１２１ｆ　コネクタ孔
　１２２　　遮蔽部　　　　　　　　　　　　１２３　　窪み部
　１２３ａ　空間　　　　　　　　　　　　　１２４　　縁部
　１３０　　制御基板　　　　　　　　　　　１３３ａ～１３３ｆ　コネクタ
　１３７　　コネクタ情報　　　　　　　　　１４０　　外部コネクタ
　１４５　　係止爪

 
【要約】　　　（修正有）
【課題】基板ケースに収納された基板のコネクタの挿抜作業を行いやすい遊技機を提供す
る。
【解決手段】カバー部を有する基板ケース内にメイン制御基板が収納され、カバー部には
、メイン制御基板に実装されたコネクタ１３３ａを外部に露出させるコネクタ孔１２１ａ
が形成され、コネクタ１３３ａは外部コネクタ１４０と接続された際に外部コネクタ１４
０が有する係止爪１４５に係止され、コネクタ孔１２１ａの縁部１２４に窪み部１２３が
形成され、窪み部１２３によってコネクタ１３３ａとカバー部との間に空間が形成されて
いる。また、コネクタ１３３ａと外部コネクタ１４０とが接続されている状態において、
窪み部１２３は係止爪１４５に対応する位置に形成され、カバー部は、縁部１２４からメ
イン制御基板側へと向かう方向にコネクタ１３３ａの外壁に沿って伸びる遮蔽部を有する
。
【選択図】図５
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図１１】
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